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サイエンスショー「磁石のひみつ」実施報告 

斎藤吉彦 

大阪市立科学館 

 

概要 

2002 年３～５月のサイエンスショー「磁石のひみつ」は強磁性体のミクロ構造、分子磁石の概念を伝え

ることを目標として実施した。 

 
１．はじめに 
学校教育では鉄－磁石間の相互作用は鉄の属性

として教えられる。そのため、大学で物理学を学

ばなければ、「なぜ鉄が磁石につくのか？」を知

らないことがほとんどである。 
そこで、磁石を粉砕した集合体を強磁性体に例

えることで、分子磁石の紹介を試みた。ただし、

磁区や磁壁の移動については、触れることはなか

った。また、ショーアップを図るためネオジム磁

石の強力な磁力で迫力ある現象（1998年サイエン
スショー「磁石と電気」iで使用）を見せながら演

示した。 
 
２．演示 
（１）導入 
 

磁石の概念を十分内生させ、本

題の準備をする。 
（１－１）天然磁

石 
２０ｃｍ大の

天然磁石を見

せ、磁石の歴史

などを概説す

る。  
（１－２）ネオジム

磁石であそぶ 
１ｃｍ大のネ

オジム磁石２つ

で耳を挟み、ド

ライバーなどを

つけて遊ぶ。（イ

アリング） 

 
 
 

 

（１－３）超強力

磁石1で磁石の性

質を復習 
磁石につくも

の、つかないも

の、を超強力磁

石の迫力の下に

復習する。  
また、2本の棒磁

石で、磁石の異

極間には引力、

 

 
 

同極間には斥力

が働くことを観

察する。 

 

 

  
（２）分子磁石 

 
磁石の粉体の着磁・消磁と鉄

の着磁・消磁との対比から、分

子磁石を納得させる。 

（２－１）フェライト

磁石の磁力を確

認 
フェライト磁

石はクリップを

多数くっつける

ことを確認す

る。  

                                                      
1 MRIに使用されているもの。住友特殊金属(株)
寄贈。 
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（２－２）フェライト

磁石の粉砕 
フェライト磁

石を金槌で粉砕

し、ホワイトボ

ードなどにくっ

つけて、一粒一

粒は磁石である

ことを確認す

る。 
 

（２－３）粉砕後

の磁力 
砕いた磁石が

集合体になると

クリップを付け

ないことで、磁

力が消えること

を確認する。  

（２－４）磁石粉

体がうに状に 
砕いた磁石を

おにぎり大にし

て、超強力磁石

の上へ持ってい

くと、  
うにのようにな

ることを見せ

る。何が起こっ

たのか、疑問を

喚起させる。 

  
（２－５）磁石粉

体の着磁・消磁

実験 
ペットボトル

に入れた砕いた

磁石が 

①クリップをく

っつけない、  

②超強力磁石に

くっつく、 

 

 

 

 

  
③超強力磁石に

くっついた後は

クリップをくっ

つける、 
 
 
  

 
④ペットボトル

を激しく揺すっ

て磁極の揃った

中の磁石粒をバ

ラバラにする

と、クリップを

くっつけない。

 

 
 

 

（２－６）磁石の

向きが揃うと磁

力が強くなる。 

 

（２－５）の現

象を考察するた

めに、棒磁石４

本すべて向きを

揃えたときと 

  
２本づつ揃えて

それぞれを逆向

きにしたときの磁

力を、引き寄せる

クリップの量で比

較。  
また、イラスト

を使って、思考

させながら解説

する。 

 

 

 

  
（２－７）鉄の着

磁実験  
金槌を着磁することで分子磁石導

入の準備をする。 
金槌はクリップ

をくっつけな

い。 

 
 
 
 
  
超強力磁石にく

っつく。 
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超強力磁石にく

っついた後はク

リップをくっつ

ける。 

 

 

 
  
（２－８）分子磁

石の概念を与え

る。 

磁石分体と金槌との着磁実験の

比較から、分子磁石を類推させ

る。 

（２－９）鉄の消

磁実験 
 

ボルトで再度着磁を確認後、磁

石粉体の消磁方法を喚起させな

がら、消磁する方法を見学者に

問う。 

そして、金床に

ボルトを何度も

たたきつけるこ

とで消磁する。

このとき、向き

の揃った分子磁

石がばらばらに

なる様子を想像

させる。2 
 

（２－１０）方位磁

石集団で分子磁

石の動きを類推 
 

カーアクセサリー用の方位磁石

をトレイに多数並べたもの3を

鉄の内部構造に例えて解説。磁

石を近づけると磁石の極性に応

じて方位磁石の向きが揃う。遠

ざけると方位磁石が近傍が揃い

ながら、全体としてばらばらの

方向を向く。このことから、①

鉄は分子磁石でできていて、②

磁石が近づくと、分子磁石の向

きが揃えられ、磁化することで

③その結果、磁石に引き寄せら

れるという描像を与える。 

（２－１１）分子磁

石の動きをイメー

ジする。 

 

                                                      
2 （２－７）で金槌を、（２－９）でボルトを、
と異なったもので演じたのは次の理由による。 
金槌は着磁の効果が大きいが、ボルトは見劣りす

る。一方、金槌は金床にたたきつけても消磁しな

いため。 
3 展示装置「磁石のテーブル」２のスケールを小さ
くしたもの。 

クリップ多数を

超強力磁石に近

づけたり、遠ざ

けたりして、ク

リップの様子を

みながら、クリ

ップ内部の分子

磁石の動きを想

像させる。 

（２－１２）学習の

確認 
 

最後に、「鉄はなにからできて

いるのでしょうか？」と見学者

に問い、「磁石からできている。」

との応えを求める。 

 
３．関連展示 
 関連展示として、次の展示をサイエンスショーコーナ

の近辺に設置した。 

①磁石利用の

今昔 
天然磁石、

漢代指南、１

９世紀の馬蹄

形磁石から、

現代さまざま

なところで使

用されている

永久磁石など

をケース内に

展示 

 

②磁石のテー

ブルii 
カーアクセ

サリー用の方

位磁石を 1000

個並べたもの

で、磁区が観

察できるもの 

 
 

③磁石と磁石iii 
格子状に仕

切られた各ス

ペースに小磁

石が入ってい

る。この各小

磁石が外で動

かす磁石と反

応し、蚤のよ

うな動きをす

る 参 加 型 展

示。 
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４．まとめ 
超強力磁石の迫力と意外な現象の連続で好評で

あった。 

① 導入部 

磁石と磁石との相互作用、磁石と鉄との相互作

用は、誰でもが知っている基本的な現象であるが、

退屈させることなく確認することができ、本題の

準備ができた。 

② 分子磁石 

 分子磁石の概念は小学校５年以上にはある程度

伝えることができたが、小学校４年生以下は困難

であったと思われる。構成子の概念を用いること

は、小学校４年生以下では不可能なのかもしれな

い。 

③ 磁区 
 常磁性体も分子磁石でできている。強磁性体と

の違いは、常磁性体は分子磁石の向きが、隣同士

で逆向きに揃うのに対し、強磁性体は隣同士が同

じ向きに揃うのである。このため、強磁性体では

分子磁石の向きが揃った領域、磁区が形成される。

強磁性体の磁化の本質は磁壁の移動である。とこ

ろが、今回のサイエンスショーでは、強磁性体が

磁石に引き寄せられる理由を「鉄は磁石でできて

いるから」と説明した。磁区の概念まで説明し、

常磁性体との違いを述べるのが理想であるが、理

解の混乱を避けるため、磁区に触れることは避け

た。 

その一方で、磁区の理解は「磁石のテーブル」

の利用で可能かもしれない。実際、大人に何度か

説明を試みたところ、理解を示すのである。一方、

子どもには困難である。磁区まで言及することは

今後の課題である。 

③ 関連展示 

サイエンスショーコーナの側に関連展示を３点

設置した。「磁石のテーブル」はサイエンスショ

ー終了後に見学者がこの装置を取り囲んでいた。

分子磁石の記憶を強めたものと思われる。「磁石利

用の今昔」は設置場所がよくない、「磁石と磁石」

は吸引力・保持力が小さい、という理由から、利

用されることは少なかった。しかし、利用された

場合はサイエンスショーの準備や、体験を強化す

る役割がある。単品よりも複数のほうが効果が大

きいことも明らかである。物理的条件や展示固有

の条件など制約が厳しいが、今後もなんらかの関

連展示を続けたいものである。  
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